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■ 会 長 報 告           伊藤 彰彦君 

皆さん、こんにち

は。いよいよ今度

の日曜日は衆議院

選挙の投票日で

す。皆さんの日頃

の思いを託して投

票所へ是非足を運んでください。これからの、

私たちの生活に直結する選挙と思います。 

さて、最近立て続けで、食品会社の不祥事が

発生し、その取扱いによって、大きく世間の評

価が分かれた事例を挙げてみます。 

一つは、ペヤングソース焼きそばで有名な「ま

るか食品」です。12月 2日に「ペヤング焼きそ

ばからゴキブリが出てきた」といったツイッター

が証拠写真を添えてアップされました。そこで、

担当者がお詫びに商品の回収に出向いたまでは良

かったのですが、面談の際「調査結果が出るまで

お互いのためにツイッターを消してほしい」とい

ったそうで、この「お互いの為」という言葉に投

稿者は不満を感じ、さらにツイートしたそうで

す。これが第 1弾の炎上です。 

更に、会社は「製造過程でゴキブリが混入す

ることはない」と主張していたものを、2～3日

後には可能性を否定できないと訂正した上で、

ゴキブリの混入した日のみの商品を回収すると

いったところ、「ゴキブリがいたのはその日ば

かりではないはずだ」と叩かれて、結果として

12月 11日以降の全商品の製造・販売を休止す

ることとなりました。 

一方、同じように日清食品でもゴキブリ混入 

事件があり、日清食品は即座に混入がわかった 

10月 21日付の物だけでなく、同じラインを使

って製造した 10月分の商品すべてを回収する

ことにしました。 

これにより、日清食品は叩かれることなく無

事に済んだようです。 

トラブルのあった際の対応で、このように大

きく違いが出るということは、我々企業経営者

にとって、「他人のふり見て、わが身を直せ」

として肝に銘じておくべきかと思います。 

本日はこのあと、富澤初代会長がロータリー

について卓話をしてくれることになっています

ので、会長挨拶はこのくらいとさせていただき

ます。 

■ 幹 事 報 告           松浦 正秋君 

・藤枝商工会議所より 

 藤枝総合運動公園多目的広場の人工芝整備事

業の報告とお礼が届いております。 

・藤枝市国際友好協会より 

会報が届いております。 

・一般財団法人比国育英会バギオ基金より 

 ２０１３年度事業報告書と基金のお願いが届

いております。 

・the Rotarian（１月号）が届いております。 

■ 出 席 報 告           富澤 賢一君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

35／45 77.78％ 35／45 77.78％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○稲葉君  ○竹田君  ○樽井君  ○平原君   

○望月君 ○渡邊博君 ○渡邊芳君 池谷君   

川口君 森竹君 
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(２)メークアップ者  

渡邊 博文君（焼津南） 飯田 敏正君（焼津南） 

森竹 正晃君（焼津南） 望月 誠君（焼津南） 

梅島 純夫君（焼津南） 

■ スマイル B O X        富澤 賢一君 

 結婚記念のお祝いありがとうございました。

おいしくいただきました。 漆畑 雄一郎君 

 誕生日のお祝いありがとうございました。素

敵なボールペンありがとうございました。 

山田 壽久君 

 妻の誕生日祝いありがとうございました。

妻が大変よろこんでいました。本当にあり

がとうございます。         鈴木 寿幸君 

スマイル累計額 ２８３ ，１５０円 

■ 会 員 卓 話            富澤 静雄君 

卓話 久しぶりの

卓話に感謝申し上

げます。 

本日は、「今日の

ロータリーについ

て」の考えをお話

しさせていただきます。先ずは「入会資格」です。

今の制度は少しおかしいと感じています。１業

種１人の原則は良かったと思っています。職業

分類など厳格な入会審査があり地域で選ばれて

入会させて頂いたものと思い変なプライドもあ

ったと思います。２００１年に緩和され５名ま

でならＯＫあるいは１０％までならＯＫ等は変

な感じです。当時は「拡大・増強」と言っていま

したが、その後の会員減少、クラブの解散などで

組織を維持するために、誰でも良いから入会さ

せろ！と聞こえて成りませ。私だけでしょう

か？入会する資格は、「自由裁量権をもつビジネ

スマンか専門職業人であり、クラブがその地域

内の代表的な業種の中から選んで入会を勧誘す

る」ことが今も守られなければなりません。 

 

 国際ロータリーの綱領を考えて見ましょう！

綱領(目的)には「有益な事業の基礎として奉仕の

理想を鼓舞し、これを育成し、特に次の各項目を

鼓舞、育成することにある」と記されています。

１．奉仕の機会として知り合いを広めること。 

２．自己の事業と専門職務の道徳的水準をたか

めること。(要約)  

３．個人生活、事業生活及び社会生活に常に奉仕

の理想を適用すること。  

４．国際間の理解と親善と平和を推進すること。

(要約) 

 そして、「綱領」を推進するために次の５つの

奉仕部門がある。 

１．クラブ奉仕 ２．職業奉仕 ３．社会奉仕  

４．国際奉仕 ５．青少年奉仕 

中でも、クラブ奉仕部門での「親睦」が最も大切

であると考えます。また、職業奉仕部門も大切な

ことだと思います。それはポールハリスの創設

時のことが物語っています。ロータリー創設の

時代を考えてください。理解できるはずです。 

職業奉仕こそが社会奉仕にも繋がり国際奉仕も

できるのです。体はもちろん会社も「健康」でな

ければいけません。そのためには先ずは同じク

ラブの会員と心から協調・協力して行くことが

一番大事なことではないでしょうか？メンバー

はお互いに尊重し合い仲良くやっていきましょ

う。 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

12/25（木） 
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12/26（金） 

第 1116 回 
早朝例会 

 

1/2（金） 休会③ 
 

1/7（水） 

第 1117 回 

新年賀詞交歓会 

合同例会 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／漆畑君） 


